
システム設定 

くすりばん 

作成：オークラ情報システム株式会社 

２０１８年１０月 

～ 目 次 ～ 



環境設定

レセコン設定

発注設定①

発注設定②

仕入設定

出庫設定

棚卸設定

在庫分析設定

送受信設定

帳票設定①

帳票設定②

帳票設定③

その他設定

有王期限倍率設定

６．

７．

８．

９．

１．

２．

３．

４．

５．

１０．

１１．

１３．

１４．

１２．

～ 目 次 ～ 



１．システム設定・・・・環境設定
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グループ 薬局グループ名を設定します。

企業名 薬局法人名を設定します。分譲納品書や発注書などの帳票に使用されます。

薬局名 薬局店舗名を設定します。分譲納品書や発注書などの帳票に使用されます。

郵便番号 郵便番号を設定します。分譲納品書や発注書などの帳票に使用されます。

住所 住所を設定します。分譲納品書や発注書などの帳票に使用されます。

電話 電話番号を設定します。分譲納品書や発注書などの帳票に使用されます。

ＦＡＸ FAX番号を設定します。分譲納品書や発注書などの帳票に使用されます。

ユーザ変更 ユーザ変更を可能にし、データ確定時の担当者名を更新するかの設定。

メニュー初期表示順 ＴＯＰ画面の薬品の初期並び順の設定。

メニュー初期ページ

毎日朝の再計算処理 起動時初回に再計算処理を行うかの設定。（初回起動時/日）前回起動日を参照して在庫･安全在庫･過去6ケ月集計値等すべて計算し直します。

許可番号 自店舗の開設許可番号を設定します。「帳票設定②」の納品書種別＝"納品書（'17以降版)"）と設定している場合に印字されます。

ＴＯＰ画面の右半分の初期表示ページの設定。

開設者名 自店舗の開設者名を設定します。「帳票設定②」の納品書種別＝"納品書（'17以降版)"）と設定している場合に印字されます。

薬剤師名 自店舗の管理薬剤師名を設定します。「帳票設定②」の納品書種別＝"納品書（'17以降版)"）と設定している場合に印字されます。

前回起動日 前回起動した日。

データ保持期間 在庫履歴を過去何日保持するかの設定。初期値は７３０日（約２年）。あまり長いと処理レスポンスに影響します。

入力データ初期日付 データ入力時（社外、社内、その他入出庫）の初期表示日を設定。

小数点計算 設定不要。

月締日 設定不要。

薬価改定日 薬価改定時期にプログラム配信で自動設定されます。レセコンからの薬価更新に影響します。

消費税設定 消費税率を設定します。

修正可能期限 設定不要（利用できない）

テストフラグ 設定不要。

納品書種別＝納品書('１７年以降版)にしている場
合に表示されます 

納品書種別＝納品書（'17以降版)」の場合 納品書種別＝「納品書」の場合 



２．システム設定・・・・レセコン設定
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最新の処方を取込と稀品のチェックを外す　→「稀品」にチェックしている薬品の処方があった場合は自動発注対象の薬品に戻す

未来処方の使用量は前回取込の差分を取込　→未来処方を取り込み直した時に処方数ではなく差分の数量を取り込む

NSIPSデータが保存されるフォルダーを指定

取込チェックの初期値をチェック済にする　→レセコンデータ取込画面の取込対象チェックを入った状態で初期表示する

最新の処方を取込と取扱禁止のチェックを外す　→「取扱禁止」にしている薬品の処方が取込まれた場合に禁止を外して取扱品に戻す

レセコンデータをバックアップする　→取り込んだレセコンデータ(医薬品マスタと処方)を14日間保存しておく（C:\SDN\log配下）

薬ＶＡＮと連携するレセコンの種類を指定する

当日処方使用量をNSIPS連携する場合はここを設定

レセコンの処方使用量データがNSIPS一括データのレセコンの場合はここを指定

レセコンの処方使用量データデータのファイル名

レセコンの処方使用量データを保存している場所（パス指定）

レセコンの医薬品マスタデータのファイル名

レセコンの医薬品マスタデータを保存している場所（パス指定）

NSIPSの未来日で入力しているデータも取り込む

処方箋情報から取得で設定

レセコン

医薬品パス

医薬品マスタ

処方パス

処方データ

（チェック欄）

NSIPS取込

リアルタイム取込

取込パス

調剤日の判定

未来処方も併せて取
り込む



３．システム設定・・・・発注設定①
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発注控え出力方法

発注控分割出力

麻薬発注方法

発注承認書

発注先を、医薬品マスタの取引先にするか、包装規格ごと（JAN)の取引先にするかを設定

「３」で設定すること　（「１」、「２」は旧仕様のため）

分譲依頼書出力時に出力確認を行うか否かの設定

分譲依頼書の出力フォーマットを設定

バーコード発注データを一旦発注画面で確認するか否かの設定

発注確定した後、通信画面を表示させる設定

発注数量の計算指定（別途説明）

発注包装の指定（別途説明）

まとめ買い（理論発注）をする時、計算値を調整する率（別途説明）

発注画面の右半分の初期表示ページの設定

発注画面のデータの初期並び順を指定

指定した日付で在庫数を安全在庫数に収束させる設定（まとめ買いで利用）

発注先設定

不動店舗判定

発注候補期間（赤）

確定方法

確定後の処理

発注数計算方法

発注包装選択

理論発注掛率

分譲依頼書

分譲依頼書出力

発注初期表示順

発注初期ページ

バーコード発注

安全在庫収束日

発注書出力方法 発注書を出力するタイミングの設定

発注控えを出力するタイミングの設定

発注承認書機能を有効にする

麻薬をオンラインで発注するか否かの設定

発注控えを卸発注分、自社店舗発注(出庫依頼)分で分けるかどうかの設定

発注履歴から再発注する場合の取引先を設定。チェックした場合はマスタ設定値の取引先、チェックしていない場合は履歴の発注先となる。

理論発注除外区分

24

「備考欄に退避する」にすると、発注画面で自動表示された発注日を手動で変更した場合、変更前の日付を備考欄に保存する

納品日指定（翌月月初）して発注する機能を有効にする（別途説明）

納品日指定が可能になる指定日（通常は２５日以降）

※確認チェックがついていないデータは、社内発注が行える薬品である事を見分けるため

発注日退避

納品日指定を行う

毎月何日以降

発注候補期間（黄） 発注候補黄にする薬品の指定（別途説明）

理論発注を指定して発注する場合、ここにチェックした条件の薬品は発注できないようになる

ゼロ及び指定していないと前回発注日となります

発注候補赤にする薬品の指定（別途説明）

発注データ追加時に、共有店舗内に指定の不動区分の店舗があれば、確認チェックを外してデータを追加する

「過去９０日間の出庫回数÷３」の計算式で 

１カ月の平均出庫数を算出している。 



■発注数量計算方法（１４）、発注包装選択（１５）、理論発注掛率（１６）の説明

■発注候補期間（２０，２１）の色設定の説明

赤、黄、青と色がついた薬品が安全在庫を下回っている薬品。
赤は、【（発注当日）－（発注候補期間赤）】から【発注当日】までの期間中に出庫された薬品

黄は、【（発注当日）－（発注候補期間赤）】からそれ以前（黄色期間前）に出庫された薬品

青は、赤、黄以外

要は、赤は発注しないといけない薬品、黄は発注保留している薬品、青は黄の期間以降でも保留にしている薬品

例１） 発注日が9月24日として

発注候補期間赤　７日

発注候補期間黄　２４日　と設定しておくと

赤色なる薬品は、9月17日≦最終出庫日≦9月24日　でかつ安全在庫を下回る薬品

黄色なる薬品は、8月23日≦最終出庫日≦9月16日　でかつ安全在庫を下回る薬品

9/24 23 ・・・ 19 18 17 16 15 ・・・ 2 9/1 8/31 ・・・ 24 8/23 8/22 ・・・

例２） 発注日が9月24日として
発注候補期間赤　０日（ゼロは前回発注日）
発注候補期間黄　７日　と設定しておくと

赤色なる薬品は、前回発注日≦最終出庫日≦9月24日　でかつ安全在庫を下回る薬品
黄色なる薬品は、前回発注日から7日前≦最終出庫日≦前回発注日前日　
でかつ安全在庫を下回る薬品

9/24 23 ・・・ 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 ・・・
▲

前回発注日

■納品日指定（２４）の説明

［発注数量計算方法］ 

１４の設定で、発注時の発注数量の計算ができます。 

 ・前回発注（仕入）数量：毎回と同じ発注量を発注する場合 

 ・安全在庫を上回る最小数量：少量発注、多頻度発注する場合 

 ・理論発注数：まとめ買い（月末安全在庫収束日に在庫＝安全在庫になるよう

にコンピューターが計算した量を発注します） 

［発注包装選択］ 

１５の設定で、発注時の包装指定ができます。 

 ・前回発注包装：毎回と同じ包装で発注 

 ・最小包装：過去実績のある中で最小の包装となります 

［理論発注掛率］ 

理論発注を指定したときのみ有効（１６の設定） 

まとめ買いした場合、１か月分にすると大量納品されるのでとりあえず１週間

分とか半月分の発注量に抑える場合に指定します。 

半月分だと０．５、１週間分だと０．２５と指定します  

２４の納品日指定を行う設定をすると発注の際、「翌月納品」指定ができます。 

※翌月納品の対応ができない卸もあります。翌月納品可能な卸はＶＡＮセン

ターまで問い合わせください。 

２４の設定で、毎月何日以降から翌月納品指定が可能かを指定できます。 
 

安全在庫を切っていなければ通常色（クリーム色） 

７日前 

（この期間で最終処方があれば赤） 

赤指定前日～２４日前 

（この期間で最終処方があれば黄） 
黄指定以前 

（赤黄期間で最終処方がなければ

前回発注日までの期間

で最終処方があれば赤 

赤指定前日～７日前 

（この期間で最終処方があれば黄） 

安全在庫を切っていなければ通常色（クリーム色） 

黄指定以前 
（赤黄期間で最終処方がなければ青） 

安全在庫を

切っている場

安全在庫を

切っていない

場合 

安全在庫を

切っている場

安全在庫を

切っていない

場合 



４．システム設定・・・・発注設定②

1 来局予定に関する設定 2 トップ画面の予定数の計算方法（発注残管理）
処方間隔月数 ：来局予定を計算するために処方データの 発注済データ ：卸への発注のみにするか、卸、店舗の両方の発注にするか設定

　過去実績を参照する期間 発注画面 ：発注画面にあるどのデータを予定数にするか設定
来局予定日の設定 ：来局予定月が翌月以降の指定日以降の設定 社内入庫画面 ：社内入庫画面で未確定分を予定数に含めるかどうか設定

：来局予定日が上記設定に該当する薬品の 不動出庫画面 ：不動出庫画面の保留分を予定数に含めるかどうか設定（マイナス）
　発注日を自動的に下記のいずれかに設定 予定数計算方法 ：発注済予定数を入庫データで消し込むための設定

・来局予定月の初日
・来局予定月前月月末日
・発注当日

■来局予定日

発注日は

となる

薬品使用量 Ｘ ・・・・・・・・・・ 0 0 14 0 0 0 0 0 56 0 0 0 0 ・・・・・・・・・・・40

この自動計算で、従来は時間をかけて手作業していた発注点設定、発注日指定が自動化されます。

必要があれば、薬局様の状況に合わせて、システム規定値の青字項目を調整して運用下さい。

■予定数

・・・・

9月27日

予定数は、”仕入未確定”と”卸への発注済で未仕入”が

含まれます。システム設定にてどの発注済分を含めるか、

予約発注分、発注途中分社内入庫未確定分、不動出庫

保留分を予定数に入れるかを細かく設定できます。 

発注予定日が青色は予約発注を表します。 

予定数が黄色は発注済（卸送信済）で未だ仕入データが

到着していない分を表します。 
 

予定数が消し込まれるのは、その発注に対するであろう

とコンピュータが判断した入庫データ（卸、店）がある場

合か、発注後７日間経過した場合です。 

過去 現在 

４ヶ月間 

未来 

最

終

出

庫

日

 

来

局

予

定

日

 

出庫から出庫までの間隔：２０日間 

出庫から出庫までの間隔：５６日間 

最終出庫日＋２０日 

頻繁に出庫する薬品ではないが、 

最終出庫から２０日目ぐらいには 

出庫があるかもしれないな！ 

来局予定 

過去４ヶ月の、出庫した（０ではない）日付の間隔を求め、 

その最小値 

ポイント 

１１/１ 

来局予定日は 

１１/１７ごろ 

メディカルシステムネットワーク加入

店舗が推奨品機能を使う場合の設定 



５．システム設定・・・・仕入設定

2

3 最終入庫単価

4 最終卸仕入数

5 最終入庫メーカ

6 仕入控え出力方法

7 入庫初期表示順

8 入庫画面自動計算

9 値引き明細入力

10 伝票入力包装選択

11 伝票入力確定方法

13 有効期限算出方法

14 有効期限自動設定

仕入画面の単価チェック方法の設定（仕入画面の"値引率"欄の色分けで判断できる）

　卸の値引き率

　包装単価

　前回包装単価

　薬品マスタの単価

JANマスタの包装単位単価とのチェック　（チェックした値より高い場合、黄色になる）

前回仕入包装単価とのチェック　（チェックした値より高い場合、黄色になる）

薬品マスタに登録している薬価単位単価でチェック　（チェックした値より高い場合、黄色になる）

マスタ－取引先一覧の卸毎の値引率欄に設定した値によって黄色か青色に色分けする。

ＪＡＮマスタに登録している包装単価とのチェック　（チェックした値より高い場合、黄色になる）

見積機能の卸ごとの見積価とのチェック　（チェックした値より高い場合、黄色になる）

医薬品マスタのメーカ名を入庫する都度更新するかどうかの設定。

仕入控えを出力するか、しないか、出力を確認するかを設定

仕入、社内入庫画面のデータの初期並び順を設定

　ＪＡＮマスタの単価

　見積価

トップ画面の有効期限を""有効在庫内で最も古い日付"にするか、"入庫履歴内で一番新しい日付"にするかの設定

有効期限を送ってこない卸の仕入データにみなし有効期限を計算する設定（納品日＋２年を自動付与）

仕入単価チェック1

12 仕入データの確定日

最終入庫先

入庫画面の取引金額の自動計算を行うか否かの設定

卸からの値引き伝票を明細ごとに入力するか一括値引き伝票にするかの設定。」

伝票手入力画面で、明細に包装まで指定するか否かの設定。

伝票手入力画面で、入力したデータを仕入画面で確認してから確定するか即確定するかの設定。

オンライン未対応卸への発注した際、発注データを仕入データにコピーする設定している場合（取引先マスタの設定）、

仕入日に発注日を初期値として設定しておく設定

医薬品マスタの取引先を入庫する都度更新するかどうかの設定。「卸の場合は記憶する」にしていれば前買卸に発注できる。

医薬品マスタの単価を入庫する都度更新するかどうかの設定。設定により最終入庫単価でマスタ管理できる。

ＪＡＮマスタの最終仕入数を更新します。（前回発注量で発注する場合は設定します）

「過去９０日間の出庫回数÷３」の計算式で 

１カ月の平均出庫数を算出している。 



６．システム設定・・・・出庫設定

1

2

3 マスタ備考欄

備蓄品目確保数

不動出庫データ追加の際、取引先の自動決定で"取引先マスタ－取引先設定－不動品出庫優先"に設定した優先順を考慮するか否かの設定

備考項目のプルダウンリストに、「設定-備考」に設定されている値を追加するか否かの設定

不動出庫先決定

店舗で保持する品目数を設定。不動出庫画面の確定時に保持品目数を割った時、出庫してよいか確認メッセージを表示します



７．システム設定・・・・棚卸設定

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

棚卸方法 棚卸時の並び順を指定。2で自分で並び順項目指定をするか、棚番毎にするかを指定する。この指定で記入表、実棚入力することになる。

在庫記入表の並び替え設定
1棚卸方法で"下記設定の並びで棚卸する"並び順を指定した時、どの項目で並び替えするか、また指定項目ごとに記入表を改ページするかを指
定

棚卸記入表 記入表にコンピュータ在庫（理論在庫）を表示するかどうかの設定。記入表にバーコード印字もできます

実棚数入力 実棚数入力画面にコンピュータ在庫（理論在庫）を表示するかどうかの設定

処方棚卸方法 処方棚卸の方法を指定する。前回処方棚卸以降の差分表示を指定すると時間ごとに処方棚卸可能

在庫修正機能 在庫修正機能をＯＮにすると、実在庫数の入力以外に在庫調整（プラス調整、マイナス調整）ができます

+在庫区分 在庫修正するためのデータ区分を指定します。その他入庫区分を登録しておく必要があります

-在庫区分 在庫修正するためのデータ区分を指定します。その他出庫区分を登録しておく必要があります

棚卸時のデータチェック
しない 標準では棚卸入力は、未確定の入出庫データがある場合実棚入力不可ですが、ここをＯＮにすると可能にできます

トップ画面の有効期限を棚卸
画面でも使用する ＯＮにすると実棚入力で有効期限をメンテナンスすることが可能になります

「過去９０日間の出庫回数÷３」の計算式で 

１カ月の平均出庫数を算出している。 



８．システム設定・・・・在庫分析設定
■出庫頻度の設定

「過去９０日間の出庫回数÷３」の計算式で 

１カ月の平均出庫数を算出している。 

 ※９０日は固定 

出庫頻度でそれぞれ設定した回数により、 

◎○△▲の記号が表示される。 



８．システム設定・・・・在庫分析設定
■安全在庫計算の設定

■安全在庫とは？

・・・・・・・・・・・・・・

薬品使用量 ・・・・・・・・・・

7 8 90

日 日 日 日 日 日 日

１ 2 3 4 5 6

日 日

前 前 前 前 前 前 前 前 前

123 112 28 05 0 0 28 56

過去 未来 現在 

９０日間 

３日間での使用量：５ 

２８ 

８４ 

１９６ 

２９１ 

２６３ 

安全在庫 

過去９０日間の、 

連続した３日間の使用総量を求め、 

この薬品は２９１個の在庫があれば、 

出庫ラッシュが３日間続いても 

①の設定で連続日を変更できます 

②の設定で出庫頻度に応じて遡る期

間を変更できます 

① 

② ③ 

③の設定で計算された安全在庫を指定した倍数で増やせま

す。例）２９１Ｘ１．５倍＝４３６ 

④ 

④の設定で日々の出庫数量の対象

データが指定できます。基本は処方

のみ。旗艦店でグループ内分譲が

多い店舗は社内出庫まで指定 



８.システム設定・・・・在庫分析設定
■季節変動品の安全在庫計算設定

■季節変動品

11 12

・・・・・・・・・・・・・・ 日 日

後 後

・・・・・・・・・・ 28 30

1 10

日 日 日

2 10 11

日 日

後

0 0 28 32 0 0 0 0 28

後 後 後 後

１年前

当日

0

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

１

日

後

0

過去 
未来 現在 ３０日間 

３日間での使用量：０ 

０ 

０ 

６０ 

季節変動 

使用実績が１年無いため安全在庫がゼロの薬

品で数日後に出庫が見込まれる薬品を指定 

この薬品は今は出庫されてないけど１年前の実績

を見て事前に在庫ができるから安心ね！ 

 

① 

①の設定で過去の同日日から未来

期間を指定できます。（３０日程度が

よいと思います） 

※注意 

この指定を有効にするには、事前に薬品個別に季節

変動フラグをＯＮにしておく必要があります。 
 

［設定方法］ 

マスタ→医薬品修正の仕入/発注の右端に"季節変更

"にチェックします。 



８．システム設定・・・・在庫分析設定
■不動品の設定

1 デッドストック赤 最終出庫日が指定期間（日数）より以前の薬品のトップ画面の薬品名を赤色にする設定

2 デッドストック黄 最終出庫日が指定期間（日数）より以前の薬品のトップ画面の薬品名を黄色にする設定

3 デッドストック青 最終出庫日が指定期間（日数）より以前の薬品のトップ画面の薬品名を青色にする設定

4 判定日 最終出庫日を「処方日」にするか移動や分譲の出庫にするかの設定

社内移動出庫の薬品が多い店舗では最終出庫日にします

5 在庫引渡判定 不要（他店に渡してもよい）な不動品をどの色にするかの設定

不動品　青　にすると不動品すべてが対象となります

6 猶予日数 入庫日が指定期間（日数）内の薬品は不動品にしない

例）９０日と指定すると３か月以内に入庫があった薬品は不動品から外します



８．システム設定・・・・在庫分析設定

■過剰品の設定

過剰在庫月数赤：在庫期間（在庫月）が指定数字以上の薬品を赤にする 

過剰在庫月数黄：在庫期間（在庫月）が指定数字以上の薬品を黄にする 

過剰在庫月数青：在庫期間（在庫月）が指定数字以上の薬品を青にする 
 

他店に渡してもよい過剰

品をどの色にするかの設

定 



８．システム設定・・・・在庫分析設定
■ＡＢＣ分析設定

「画面切替」を何回かクリックして薬品詳細情報を表示します。「ABC分

析」をクリック、期間を指定して金額か数量を選択します。 

「指定」をクリックすると処方の占める割合の多い順番に並びます。 



９．システム設定・・・・送受信設定

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

納品受信フォルダー 薬ＶＡＮ使用時の一時データ保存フォルダを指定。　C:\sdn\nohin\　を設定。

発注送信フォルダー 薬ＶＡＮ使用時の一時データ保存フォルダを指定。　C:\sdn\hatyu\　を設定。

移動受信フォルダー 薬ＶＡＮ使用時の一時データ保存フォルダを指定。　C:\sdn\idor\　を設定。

移動送信フォルダー 薬ＶＡＮ使用時の一時データ保存フォルダを指定。　C:\sdn\idos\　を設定。

共有受信フォルダー 薬ＶＡＮ使用時の一時データ保存フォルダを指定。　C:\sdn\kyoyur\　を設定。

共有送信フォルダー 薬ＶＡＮ使用時の一時データ保存フォルダを指定。　C:\sdn\kyoyus\　を設定。

ダイヤルアップ インターネットでなく電話回線でダイヤルアップで利用している場合包装規格マスタ受信は時間かかるため受信しない設定

共有コード 他店と同一薬品を共有するために使用するコードを指定する。基本は個別医薬品コードを指定する。

器材ＯＴＣの社内移動 器材ＯＴＣも社内移動できるようにする設定。基本はしない設定

社内入庫受信 医薬品マスタのＹＪコード重複時に社内移動データを自動変換するかどうかの設定　（"自動変換しない"にすると、「薬品登録」で自分で紐付）

出庫頻度設定 在庫共有画面の◎〇△▲表示を在庫ゼロについては表示しない設定にする

最終入庫先送信 基本送信しない。グループ店内で共有したい場合は送信するにする

最終入庫単価送信 基本送信しない。グループ店内で共有したい場合は送信するにする

仕入受信日 仕入データを最終受信した日

発注送信日 発注データを最終送信した日。この日が前回発注日となります。

出庫移動送信日 出庫データを最終送信した日

共有受信日 共有データを最終受信した日。同一日では共有データは受信されません。ここをクリアすると再受信できます

ＪＡＮマスタ受信日 包装規格マスタを最終受信した日。同一月内は１回のみ受信。クリアすると再受信できます。

社内入庫データ受信時 社内入庫データを受信後、即時確定する

包装規格マスタを受信した時、包装規格名を更新するか否かの設定。ＯＮの場合自分で登録した包装規格名が上書きされます

取り込みチェック 通信画面のデータ種別をすべてチェックした状態で画面表示します

納品データを受信後、即時確定する

次回マザー

納品データ受信時



１０．システム設定・・・・帳票設定①

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

　最終入庫単価 卸仕入のみ、入庫すべてかを設定。設定したデータに最終日付の単価が在庫単価となります

　削除薬品を表示する 在庫表に使用禁止にしている薬品も出力する

　原価計算区分 原価の四捨五入、桁数が選択できます

　原価金額計算区分 原価金額の四捨五入、桁数が選択できます

　原価金額計計算区分 原価金額計の四捨五入、桁数が選択できます

　在庫表表示順

仕入に関する帳票にＯＴＣその他仕入分を表示

　原価計算 最終入庫単価が標準。薬価還元、マスタ単価、先入先出が設定できる

　薬価還元率 原価計算で薬価還元を設定した時のみ有効

「在庫表」に関する設定

在庫表を出力した時の薬品の並び順

　メニュー画面の抽出・並
び替えに依存する 絞り込みなどでトップ画面に表示されている薬品だけ在庫表に表示する

ＣＳＶ出力先フォルダ ＣＳＶを出力した時の保存先

帳票表記文 納品書に表示したい文（入力した文言が納品書の右下に出力される）

画面・帳票出力形式 出力する帳票形式をエクセルまたはCSVから選択できます

期間帳票の初期日付 期間帳票の日FROM～TOを設定。"月締日に依存する"の場合：前月の月初～月末、"今月"の場合：今月の月初～当日 

プリンタ名 帳票を出力するプリンターを指定。※環境によって有効にならない場合がある

標準給紙トレイ 帳票を出力するトレイを指定。※環境によって有効にならない場合がある

仕入



１１．システム設定・・・・帳票設定②

1

2

3

4

5

6

7

請求書種別 納品書（控）のレイアウトが選択できます

請求書表記文 口座番号など自由に入力できます

譲渡書フリーエリア 譲渡書の下部にフリーの内容を入力できます　（納品書種別＝"納品書('17以降版)"の時に有効です）

譲渡依頼書印刷 入庫画面で譲渡依頼書を印刷するかどうかの設定

譲渡依頼書タイトル 譲渡依頼書のタイトルを変更できます　　　　　 （納品書種別＝"納品書('17以降版)"の時に有効です）

ＯＴＣと通常の医薬品を分けて印刷するかどうかの設定

　出力確認 出力時確認画面を表示するかどうかの設定

譲渡書印刷 出庫画面で譲渡書を印刷するかどうかの設定

「納品書表示項目」に関する設定

　要処方印字 分譲納品書に印字するかどうかの設定

　習慣性印字 分譲納品書に印字するかどうかの設定

［参考］

　メーカ名印字 分譲納品書に印字するかどうかの設定

　規制区分印字 分譲納品書に印字するかどうかの設定

　貯法印字 分譲納品書に印字するかどうかの設定

　備考印字 分譲納品書に印字するかどうかの設定

　明細金額形式 明細金額に￥マークを印字するかどうかの設定

　合計金額形式 合計金額に￥マークを印字するかどうかの設定

　納品書種別 "１７以降版"を選択すると、自店舗の開設許可番号や譲渡先の開設許可番号等を印字する納品書となる

　ＯＴＣ分割出力



Ⅻ．システム設定・・・・帳票設定③

開設許可番号 "システム・マスタ設定から取得"　あるいは"フリー設定"が選べます。　※設定によって下記の表示内容が変わります。

出庫側薬剤師欄表記 "薬剤師"のタイトルを変更できます （"納品書種別＝納品書('17以降版)"かつ、"開設許可番号=システム・マスタ設定から取得"の時に有効）

入庫側薬剤師欄表記 "薬剤師"のタイトルを変更できます （"納品書種別＝納品書('17以降版)"かつ、"開設許可番号=システム・マスタ設定から取得"の時に有効）

納品書自局情報 納品書の自局情報を自由に設定できます （"納品書種別＝納品書('17以降版)"かつ、"開設許可番号=フリー設定"の時に有効です）

納品書他局情報
納品書の他局情報を自由に設定できます。但し、取引先マスタに取引先毎の設定があればそちらを優先します。
（"納品書種別＝納品書('17以降版)"かつ、"開設許可番号=フリー設定"の時に有効です）

出力日付を印刷しない チェックをつけると帳票に出力日付の欄が表示されません

印鑑欄を印刷しない チェックをつけると帳票に印鑑欄が表示されません

［参考］



１３．システム設定・・・・その他設定

1

2

3

4

5

6

7

8

9 ＯＴＣマスタパス ＯＴＣ販売管理用薬ＶＡＮ専用ハンディーターミナルとの連携ＯＴＣマスタデータ出力先フォルダを指定

予製バーコードを使用 予製入手庫管理にハンディーを使う場合に設定

バーコード設定値 JANマスタをGTINマスタから自動作成できるようにするか否かの設定

ＤＳＥ出力先フォルダ ＭＳＮＷのデッドストックエクスチェンジ（ＤＳＥ）を利用する時、ＤＳＥ連携用データを作成するフォルダを指定

　カシオDTX7M(棚卸) カシオ製ハンディーターミナルの棚卸データ

レセコンへの在庫連携 三菱メルフィンへ薬ＶＡＮの在庫連携する場合に設定する

予製構成保護 一旦作った予製の薬品構成を変更する場合、その予製を使用していれば、在庫のずれをおこさせないために別の予製マスタを作成する設定

ポリムス（棚卸） ポリムスハンディーターミナルの棚卸データ

　ミスゼロ子(棚卸) ミスゼロ子ハンディーターミナルの棚卸データ

　ENIF(棚卸) 東邦薬品提供にＥＮＩＦハンディーターミナルの棚卸データ

　薬VAN標準(GTINコード)キーエンス社製、薬ＶＡＮ専用ハンディーターミナル

　薬VAN標準(OTC) キーエンス社製、薬ＶＡＮ専用ＯＴＣ販売用ハンディーターミナル

　薬VAN標準(JANコード)キーエンス社製、薬ＶＡＮ専用ハンディーターミナル

外部取込フォルダ ハンディー等、他システムからの棚卸、発注等のデータを取込するとき、連携フォルダを指定

マスタ出力フォルダ 薬ＶＡＮ専用ハンディーターミナルへマスタを連携するフォルダを指定

外部データ種別 発注控えを出力するタイミングの設定

「過去９０日間の出庫回数÷３」の計算式で 

１カ月の平均出庫数を算出している。 



１４．システム設定・・・・有効期限掛率

1

2

3

［参考］

有効期限倍率を使用
社外出庫、不動品出庫時に入力した有効期限の残り日数によって薬価に指定倍率を自動計算する機能を使う
注意：「有効期限掛率を使用する」にチェックが入っている場合は、各取引先に設定している「分譲倍率」は考慮されません

当月 有効期限が当月の倍率指定

１ヶ月 有効期限が残り１か月の倍率指定

・

２ヶ月 有効期限が残り２ヶ月の倍率指定

・

・

１３か月以上 有効期限が１年以上ある倍率指定

２４か月以上 有効期限が２年以上ある倍率指定


